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第２章 安全で安心できる生活環境の保全 

第４節．原子力発電所周辺環境安全対策の推進 

５．原子力防災 

 ⑸ 原子力防災訓練の実施 

 

⑴ 事業目的 

原子力発電所の万一の緊急事態に備え、災害対策基本法及び原子力災害対策特別措置法に基づき、

地域防災計画（原子力災害対策編）を策定し、各種の防災対策を実施しています。 

また、平成23年３月11日に発生した福島第一原子力発電所事故の教訓を踏まえて、県では、地域防災

計画や広域避難計画を策定・改正するなど、必要な対応を行っています。 

 

⑵ 取組状況 

原子力防災訓練は、平成13年度から毎年実施していますが、令和元年度は、国が行う原子力総合防災

訓練と合同で２県６市（島根県、松江市、出雲市、安来市、雲南市、鳥取県、米子市、境港市）が実施

しました。 

・ 訓練日 

令和元年11月８日（金）～11月10日（日） 

・ 主な訓練項目 

ⅰ) 国、地方公共団体等における防災体制や協力体制、原子力緊急事態における中央と現地の

連絡体制や手順の確認 

ⅱ) 地震との複合災害を想定し、初動対応や代替避難経路を用いた避難等の実施 

ⅲ) 県内外自治体への広域住民避難訓練 

・ 参加者数等 

208機関  約7,780名 

 

  

 

 

 

 

所属名 問い合わせ先 

原子力安全対策課 0852-22-6590 

【担当課】 


